
Ⅰ一般会計(14号補正)
１ 歳入歳出予算の補正

（補正前　55,413,350千円、補正額　480,934千円、補正後　55,894,284千円）

(1)歳入

・ 地方消費税交付金 320,000 千円

・ 教育・保育給付費（国庫支出金／県支出金） 134,602 千円

・ 道路メンテナンス事業費（国庫支出金） 21,014 千円

・ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国庫支出金） 65,068 千円

・ 新まちづくり基金繰入金（駅周辺まちづくり事業助成分） △ 20,000 千円

・ その他雑入（駐車場料金減収分） △ 40,978 千円

・ その他 1,228 千円

合計 480,934 千円

　 (2)歳出

◇ 子宮頸がん予防ワクチンなどを接種する方への支援の充実 45,000 千円

小計 45,000 千円

◇ 国庫補助金を活用した道路事業の促進 41,000 千円

◇ コミュニティバス運行事業に対する支援 1,763 千円

小計 42,763 千円

◇ 燃料高騰に伴い不足する指定管理料の増額 90,196 千円

◇ 過年度国庫支出金返還金 7,541 千円

◇ 財政調整基金積立金 195,488 千円

◇ その他 99,946 千円

小計 393,171 千円

合計 480,934 千円

２ 繰越明許費の補正
(1) 追加
① 新型コロナウイルスワクチン接種業務 477,605 千円
（理由）国の補助金を活用し、年度を跨いで実施したいため

② 市道４７９号線法定点検業務委託【別紙１】 1,500 千円
（理由）国の追加補助金を活用し、翌年度以降の事業を前倒しして実施したいため

令和４年度３月補正予算概要

①健やかに暮らせるまち

②便利で快適に暮らせるまち

③その他

・子宮頸がん予防接種に対して国が積極的勧奨を再開したことや、日本脳炎ワクチンの供給が昨年度よりも安定し

ていることなどにより、各種予防接種費が当初の想定よりも増加していることから、個別予防接種を実施している医

療機関に対して委託料を増額します。

・国の追加補助金を活用し、翌年度の道路事業を一部前倒しして実施します。

・燃料費の高騰による運行経費の増加及びコロナ禍による新しい生活様式の定着等を要因として、コミュニティバ

スの乗客数が当初の想定よりも減少しているため、運行事業者に対して負担金を増額します。
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③ 市道６２号線並木橋改良工事【別紙２】 5,700 千円
（理由）他機関との調整に不測の時間を要し、年度内完了が見込めないため

④ 市道８号線ほか１路線用地取得及び補償【別紙３】 74,484 千円
（理由）補償交渉等に不測の時間を要し、年度内完了が見込めないため

⑤ 橋りょう法定点検業務委託 36,000 千円
（理由）国の追加補助金を活用し、翌年度以降の事業を前倒しして実施したいため

⑥ 市街化調整区域土地利用方針検討業務委託 5,585 千円
（理由）他機関との調整に不測の時間を要し、年度内完了が見込めないため

⑦ 厚木駅南地区市街地再開発事業公共施設等整備負担金【別紙４】 150,866 千円
（理由）他機関との調整に不測の時間を要し、年度内完了が見込めないため

⑧ 市道大谷峰線法定点検業務委託【別紙５】 3,500 千円
（理由）国の追加補助金を活用し、翌年度以降の事業を前倒しして実施したいため

⑨ （仮称）海老名市雨水管理総合計画策定業務委託 6,587 千円
（理由）他機関との調整に不測の時間を要し、年度内完了が見込めないため

３ 債務負担行為の補正
(1) 変更
① 小田急海老名駅ホームドア設置事業補助金

限度額： 108,666千円→　78,240千円
（理由）鉄道事業者が鉄道駅バリアフリー料金制度を活用することに鑑み、当初の補助スキームを

見直したため
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■令和４年度３月補正予算繰越明許費箇所図

○件名：市道４７９号線法定点検業務委託

別紙 １ 
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■令和４年度３月補正予算繰越明許費箇所図

○件名：市道６２号線並木橋改良工事

別紙 ２ 

施工箇所 
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■令和４年度３月補正予算繰越明許費箇所図

○件名：市道８号線ほか１路線用地取得及び補償

別紙 ３ 

用地費・補償費
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委託費・用地費・補償費
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■令和４年度３月補正予算繰越明許費箇所図

○件名：厚木駅南地区市街地再開発事業公共施設等整備負担金

別紙 ４ 
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■令和４年度３月補正予算繰越明許費箇所図

○件名：市道大谷峰線法定点検業務委託

別紙 ５ 
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